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３．授業のねらい 
３－１ 提案者の授業のねらい 
本授業では、ロボカップを連覇し続けるヴィストン社のロボット技術の実際

に触れることにより、制御技術の基本概念とロボット技術が開く未来像を学ぶ

とともに、「ものづくり」の「楽しさ」、それにかける起業家精神を伝えること

が狙い（目標）となる。 
 
３－２ 学校側の授業のねらい 
教科名 情報Ａ 

単元名と

本時の位

置付け 

 「情報機器の発達と生活の変化」 

 

 

単元のね

らいと目

標 

①関心・意欲・態度 
 ロボットに象徴される今後の情報機器への関心と情報学習全般へ

の学習意欲を高める。 
②思考・判断 
 ロボット実習の試行錯誤を経て、思考・判断力を高める。 
③技術・表現 
実習課題を解決するための技術力を高めるとともに、発表機会を

与えることで、表現力を高める。 
④知識・理解 
 実習を通じ、アルゴリスムの基本を理解 

本時のね

らいと目

標 

最先端の情報機器にふれることにより、近未来の生活を創造し、 

知的好奇心の喚起・探求心の育成・企業家精神の涵養を促す。 

 
３－３ ねらいの差異による変更事項 
 ロボット教材の大量供給が可能となったことで、実習中心の授業計画に変更。

 主な変更点 
① ロボットの歴史・基本構造については、担当教員が事前に授業するため、今
般の授業計画からカット 

② １時限目は、ロボット実習で簡単な課題を段階的に与え、これをグループで
考え、解決していく授業 

③ ２時限目は、タイム競争等を設定し、グループ内での自由な研究作業と成果
確認、発表機会を与える授業 

 
 


